
自転車の盗難被害防止と防犯登録の推進
　例年、雪解けを迎えると、自転車を利用する機会が増
えるとともに、自転車の盗難被害が増加します。
　（1）自転車には、備付け錠のほか、丈夫なＵ字型錠な

どで「ツーロック」をして盗難被害を防止しま
しょう。

　（2）万が一被害にあったときのために自転車の防犯
登録をしましょう。

春のヒグマによる人身被害の防止
　（1）複数で行動し、音で存在を知らせましょう。
　（2）ヒグマの出没情報などに気を付けましょう。

若年層の性暴力被害予防対策の推進
・性暴力は、あってはならないものです。
・性暴力は、被害者の尊厳を著しく傷つける重大な人

権侵害です。
・つらいこと、不安なことについて一人で抱え込ま

ず、家族や警察に相談しましょう。
・女子高校生などによるマッサージや会話などの接

客を売り物にするＪＫビジネスは、手軽なアルバ
イトではなく、危険なアルバイトです。

・ＳＮＳを通じて多くの子どもたちが性被害にあっ
ています。

・睡眠薬などのクスリを飲み物などに混ぜられて、意
識がもうろうとなり、性的な被害にあう事例が起
きています。

消防だより 4月の広報テーマ
『林野火災の防止』☎83‒2119

　4月20日（木）～ 30日（日）の
11日間、全道一斉に春の火災予
防運動が実施されます。
　火災予防期間中、豊浦支署で
は防火サイレンの吹鳴、防災行
政無線や消防車両による防火広
報などを実施いたします。また、
豊浦町防火協会と協力して町内
各所に火の用心の防火旗を設置
し、町民および通行中の方への
防火意識の啓発活動を実施いた
します。
　火災は、町民の皆さんの防火
意識ひとつで防ぐことができま
す。
　皆さんで協力し、豊浦町から
火災による被害を無くしましょ
う。

　雪解けも進み、春の陽気となっ
てきました。毎年、道内では4月か
ら5月にかけて、『火入れ』や『タバ
コの投げ捨て』が原因となる野火
火災や林野火災が多く発生してお
ります。
　一旦野火火災が発生すると乾燥
していることに加え、春特有の強
い風により火は急速に拡大してい
きます。
　また、その多くはヒューマンエ
ラーが原因となっており“目を離
した間に”や“ちょっとなら”とい
う油断で火災に至っています。
　例年、当組合管内においても、
ちょっとした油断で火災に至り野火
火災へ発展したケースがあります。
　決して、他人事とは思わず身近
な場所でもこのような事が起きて
いることを認識しましょう。
　なお、火入れをする際には役場
の許可が必要になりますので、必
ず申請し許可を得てから実施する
ようにしてください。

１ 火入れをする際は、必ず役
場の許可を受ける。

２ 枯れ草などがあり火災が
起こりやすい場所では、火
入れをしない。

３ 強風時には、火入れをしな
い。

４ 消火用の水バケツなどを
備える。

５ 火入れの最中にその場を
離れない。

 6 ごみ焼きは絶対にしない。

伊達警察署 からのお知らせ ☎ 22-0110

火の用心！春の火災
予防運動実施

林野火災を起こさない
ために

豊浦消防団 （3月１日現在）
消防団本部	 9名
第1分団（本町地区）	 33名
第2分団（大岸地区）	 13名
第3分団（礼文華地区）	 19名
定員85名	 計74名

豊浦町火災・救急発生件数

2月 ●火災件数  1件（累計 　1件）
●救急件数 10件（累計　30件）
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